
１． 日本癌治療学会用語委員会より、脳腫瘍治療の際に用いる生存期間と化学療法に関する用語について

のお知らせが届きました。 

(1) 生存期間に関する用語の使い方 

主要なものは日本脳神経外科学会用語集改訂版（2006 年春刊行予定）に収載されます。 
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注１． 悪性グリオーマ等では無増悪生存期間 progression-free survival を用いる。 

注２． Germinoma に限っては無再発あるいは無病生存期間を用いる事が出来る。 



(2)悪性脳腫瘍治療における化学療法に関する用語の使い方 

 1)補助化学療法(adjuvant chemotherapy) 

今時的な手術ないし放射線治療に伴う化学療法で、通常、手術ないし放射線治療の後に行な

われる化学療法を指す。癌が全摘出あるいは消失している状態で再発を阻止する目的で用い

る。維持化学療法も同様に”CR”を維持する意味である。従ってこの両者は悪性脳腫瘍治療に

おいて用いられない。悪性脳腫瘍のように手術・放射線治療後残存腫瘍（ミクロレベルも含め

て）に対して化学療法を継続する場合は、「放射線治療終了後化学療法を 2 ヶ月毎に 2 年間継

続する」と表現する。“補助”や“維持”などの形容詞は付けない。 

 2)Neoadjuvant chemotherapy 

Neoadjuvant chemotherapy は姑息的な手術または放射線治療の際に本用語を用いるもので、

その用途に応じて“術前化学療法”あるいは“導入化学療法”と訳す。 

 


